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１．技能者の重要性 
 
（１）ものづくり産業の再認識 
 日本の製造業は、戦後の荒廃の中から、

欧米へのキャッチアップをめざして、全社

員が一丸となって高品質化、低コスト化等

に取り組み、長年の努力を積み重ねた結果、

80 年代には日本の製造業はジャパンアズ
ナンバーワンといわれるほど繁栄し、日本

経済の成長を牽引してきた。ところが、90
年代に入りグローバル競争が激化しはじめ、

中国を代表とするアジアの急速なキャッチ

アップが進んだ。ものづくりの付加価値は

低下して、大企業を中心として生産拠点の

海外シフト（いわゆる「製造業の空洞化」）

が進展し、ＩＴ、バイオなどの新産業やサ

ービス産業などへの注目が高まるようにな

った。 
 しかし最近になって、日本におけるもの

づくりの重要性、優位性が再び見直される

ようになってきている。その代表が「国内

生産回帰」であり、高付加価値製品や高機

能製品の生産、開発と一体となった生産、

多品種少量生産に対応したセル生産等、国

内生産の優位性、必要性が再び認識される

ようになっている。 
国内生産への認識が高まる中で、政府は、

「ものづくりの基盤は人にある」との認識

から、「ものづくり基盤技術振興基本法」「も

のづくり大学」等、政策的にものづくりを

支える人づくりを進めている。 
 
（２）技能者の質・量の低下懸念 
 日本の製造業の強さを支えてきた１つの

要因は、ものづくりの現場における優れた

技能者にある。しかしながら、海外生産シ

フト、若者の製造業離れなどにより、若年

技能者が減少し、技能者の年齢層が高齢化

している。さらに、2007 年から団塊世代
（1947～1949年生まれ）が定年を迎えるこ
とから、優秀な技能者が大量に喪失するこ

とで、これまで企業が作り上げてきた技能

の質・量が低下し、ものづくりの力が弱体

化することが懸念されている。 
 
（３）熟練技能者への企業ニーズ 
 技能者の質・量の低下が懸念される中で、

熟練技能者へのニーズは高まりつつある。

「ニッセイ景況アンケート」（2004 年８月
実施）によると、熟練技能者が不足してい

るとする企業は、素材型製造業で 43.8％（過
剰は 2.2％）、加工型製造業で 53.0％（同
1.0％）と現状で不足気味となっている。ま
た、熟練者の技能の重要性が高まっている

とする企業は素材型製造業で 44.6％（低下
は 3.5％）、加工型製造業で 53.3％（同3.8％）
となっており、熟練技能者への企業ニーズ

が高まっている様子が伺われる。 
 
２．技能者への期待 
 
（１）技能とは 
 「技能」の意味・定義は必ずしも統一的

な解釈がされているわけではないが、一般

的に技能者とは、製造現場において加工、

組み立て、検査、保全の作業を行う者を指

し、熱処理、機械加工、金型製作、プレス

加工、成形、塗装、溶接、ユニット組み立

て、車両組み立て、パッケージ、機械保全

といった作業を行う人を指すものと捉えら

れる。技能者の技能は、身体で修得する技

1 



 

的なものと、頭脳で創り出す知的なものが

ある。 

資料）自動車技術 Vol.56,no2,2002より作成 

図１ 技能の階層 

 
 図１は自動車産業における技能の階層で

あるが、技能者は、①の「手さばき」など

技的な技能を身につけ、経験を積みながら

より知的な技能にレベルアップして、最終

的には⑥「改善・工夫」を行えるようにな

る。こうした知的な技能者が熟練技能者と

してものづくりの強さを支えている。 
 
（２）技能者に求められる能力 
 大量生産から多品種少量生産への移行に

伴い、柔軟な生産体制であるセル生産を採

用する企業が増加している。そうした生産

方式の変化に伴い、複数の工程を担当でき

る多能工のニーズが高まっている。また、

段取り、改善という総合的な能力、ISO に
関する能力、知識も要求されている。（図２

参照） 
さらに、技術革新に伴う新加工法の進展、

デジタルエンジニアリングの普及に伴う制

御、計測、分析などの装置を使いこなす技

能など、製造現場のハイテク化に対応でき

る技能者（ハイテク技能者）の重要性が増

してきている。 
こうした技術革新や製造設備の高度化に

伴い、技能者に求められる能力も高度化し

ており、従来と比べてより知的な技能が求

められるようになっているといえる。 

①手さばき（器用さ）

②検査・検知（感知能力）

③設備操作（機械制御）

④知識・経験（製造原理）

⑤現場対応（判断力）

⑥改善・工夫（創造力）

技

知

①手さばき（器用さ）

②検査・検知（感知能力）

③設備操作（機械制御）

④知識・経験（製造原理）

⑤現場対応（判断力）

⑥改善・工夫（創造力）

技

知

 
資料）平成 15年度ものづくり白書（製造基盤白書） 

図２ 今後のばしていきたい能力・知識 

 
（３）競争力あるものづくりと技能者 
 技能者は製造段階のみならず、新製品の

開発や量産準備段階においても重要な役割

を担っている。 

開発設計時には、技能者は超小型、超精

密な試作品の創作という製作作業に加えて、

最適な製造方法の提案、設計ミスの修正と

いった知的な役割を担っている。 
量産準備段階では、新加工技術の具現化、

短期間での設備製作など、製品の品質、コ

スト、スピードに関わる部分において重要

な任務を担っており、技術者と一体となっ

て競争力のあるものづくりを支えている。 
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資料）自動車技術 Vol.56,no2,2002より作成 

図３ 企業の競争力と技能者 
 
３．岐阜県における技能者の問題点 
 
岐阜県のものづくり産業では、以前から

優秀な技能者の育成が課題とされてきた。

現在抱えている具体的な問題として、以下

のような問題がみられる。 
 
（１）技能者の高齢化、熟練技能者の不足 
岐阜県の和紙、刃物産業等では、海外で

日本文化への注目が高まっていること等に

より、職人技を駆使した高級品に対する需

要が増加している。しかしながら、引退、

廃業などにより熟練技能者が少なくなって

いることから、需要の増加に対応できない

状況にあり、技能者の不足が供給のボトル

ネックとなっている企業がみられる。 
  
（２）団塊世代の退職による技能の低下 
 機械産業等では、団塊世代の技能者が現

在の製造現場を支えているが、新しい世代

への技能の伝承が不十分であり、団塊世代

が定年を迎える 2007年以降、ものづくり力
の低下を懸念している企業がみられる。 
 
（３）ハイテク技能者の不足 

 工作機械の需要が増加して、受注に生産

が追いつかない状況にあるが、最新のハイ

テク設備を使える人材が不足していること

から、ハイテク設備を導入できず、需要に

応えられない企業もみられる。 

グローバル競争に勝ち抜くものづくり

地域・世界No１の実現

魅力ある製品機能 高い品質 低コスト

・高い開発・設計力

・高い生産技術力

・品質管理技術（TQC）

・強い使命感・挑戦意欲

・高い技能・ノウハウ

・問題発見や改善対応能力

・QC・チーム活動能力

・品質・安全を守る身につい
たモラル

優れた技術者 現場の優れた技能者

 
これらの事例は産経センターの景況調査

等で把握したものであるが、事例にみられ

るように、岐阜県製造業では優秀な技能者

の不足が問題となっており、技能者の育成

はものづくり産業にとって重要な課題とな

っている状況にある。 
 
４．岐阜県における技能者育成の取り

組み事例 
 
技能者の重要性が高まる中で、岐阜県の

企業では、どのような技能者を育てようと

しているか、また、どのように育成してい

るのか。この技能者に関する取り組み状況

を把握するため、長年にわたりものづくり

を行っている企業にヒアリングを実施した。 
 
（１）鋳造品製造業（従業員 110 人） 

○企業の特徴 
Ａ社は、自己商品化に徹するという経営

方針のもと、デザイン、設計から鋳造、組

み立て、検査まで一貫生産体制を構築して

おり、そうした総合力を強みとしている。 
○技能者の役割 
 鋳造製品は、模型の製作、注湯の温度等

の管理を適切に行うことが重要で、技能者

はすべての工程の特性を理解して方案をま

とめることが求められる。この職務は技能

者の経験とカンによらざるを得ず、熟練技

能者がこの役割を担っている。 

3 



 

○技能者育成の取り組み 
 Ａ社は新入社員に対してものづくりの基

礎を教育するため、半年間、全新入社員に

対して、課長等を講師として、座学と実習

による教育を行っている。以降は職場での

OJT、中堅に対する無駄とり教育等、充実
した教育を行っている。 
また、技能者への動機づけとして、技能

検定取得に対して手当てを支給する他、自

社制度として匠集団を認定し、優秀な技能

者を賞賛する仕組みをつくっている。 
さらに、管理者に対して技能と知識を併

せ持つ技能者（テクノマイスター）となる

よう目標を提示し、知的資格を独自に定め

て奨励している。 
団塊世代の退職問題に対しては、生産技

術の改善を進める一方、後継者を指名して

マンツーマンで技能伝承を進めている。 
 
（２）プラスチック製品製造業（従業員 260

人） 

○企業の特徴 
 Ｂ社はカップ麺等の食品容器を製造する

メーカーで、原材料の製造からシート製造、

成形までを一貫して製造し、加えて上流工

程の設計、金型製作、下流工程の印刷、配

送まで全ての業務を自社で行っている。特

に 3D・CAD を用いて金型を自社で設計し
ており、短納期、コストダウン、提案力の

点で強みとなっている。 
○技能者の役割 
 技能者は自動化製造設備を操作して、安

価で、安定した品質の製品を製造すること

が役割であり、そのためには、後工程や検

査を短縮する等工夫が必要である。こうし

た工程の改善が技能者の重要な職務であり、

熟練技能者の知恵が必要とされている。 
 また、食品業界はものづくりに加えて安

全、安心を重視しており、技能者はＩＳＯ

で定められた手順を踏むことで、品質管理

を行っている。 
○技能者育成の取り組み 
 Ｂ社の実技教育はＯＪＴで行い、ＱＣサ

ークルを行うことで、技能者の改善提案能

力を養っている。 
 Ｂ社では製品づくりのノウハウを製品カ

ルテにまとめている。技能者に対して製品

カルテの理解度テストを行い、その評価を

処遇と連動させることで、技能者のレベル

向上を図っている。 
また、５Ｓ(整理・整頓・清掃・清潔・し
つけ)、ホウレンソウを徹底することで、一
体感の醸成と方向性の統一を図っている。 

 
（３）食料品製造業（従業員 425 人） 

○企業の特徴 
Ｃ社は、大手食品メーカー等から委託を

受けて健康補助食品を製造している。もの

づくりの特徴は、原材料の加工、剤型化、

充填、包装、製品ストックまで一貫して自

社工場で行うことで、安価、安心、安全な

製品づくりを実現している。さらに、もの

づくりの上流となる研究開発、マーケティ

ングから、下流の販売支援に至るまでの機

能をもつことで、顧客に対して総合的な提

案ができるという強みをもっている。 
○技能者の役割 
 技能者は、原料の受け入れから製品検査

までの工程を管理して製造するが、多くの

製品を正確、迅速に製造することが要求さ

れる。また、機械の故障などのトラブルに

対応することも重要な役割である。さらに、
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試作品を量産化する段階で発生する問題に

対して、製造工程の改善等を提案すること

も役割である。 
 加えて、異物混入等がないよう安全衛生

管理を徹底することも求められる。 
○技能者育成の取り組み 
 基本的な作業はＯＪＴで教育している。

また、各課ごとに目標とする技能レベルを

設定しており、技能者はそれを目標として

レベルアップに取り組んでいる。現場のリ

ーダーとなる係長は、コストダウンの推進

役となることから、民間教育機関を利用し

て無駄とりの思想を学ばせている。 
 安全衛生教育は、新入社員教育の他、計

画的に外部専門家による知識教育を行って

おり、教育責任者がフォローを行うなど徹

底した教育を行っている。 
 
（４）金属製品製造業（従業員 210 人） 

○企業の特徴 
 Ｄ社は標準治工具、標準機械部品等を国

内外に供給している。標準化により開発期

間の短縮、工数、在庫の削減、納期の短縮

などが可能となり、顧客にそのメリットを

提供している。また、自社が開発した治具

設計ソフトを利用することで、設計時間を

大幅に短縮し、スピーディーに供給してい

る。品質・精度については、常に一定の温

度に保った環境で製造し、３次元測定機に

より高精度な検査を行うことで、高品質・

高精度な製品づくりを実現している。 
○技能者の役割 
 治工具の製造は鋳物を機械で切削して製

作する。技能者は適切な工具を選定し、段

取りを行う。治工具の製造では、切削する

刃物がわずかでも欠けると精度が確保でき

ない。優れた技能者は刃物の動きを観察し

て見極めることができる。この見極めがで

きるようになるには少なくとも３～５年の

経験が必要となる。 
また、技能者はより多くの品種をつくれ

るようになることが求められている。 
○技能者育成の取り組み 
 会社は、必要な技能をスキルマップに明

示するが、特別な教育はしていない。技能

者は自主的に必要な技能を習得している。 
会社としては、設計と製造の交流を重要視

しており、設計者と技能者が相互を理解す

るよう合同勉強会を開催している。また、

設計者と技能者の職場を１カ所に集めるこ

とで、日常的に情報交換できるようにして

いる。 
 
（５）一般機械器具製造業（従業員 105 人） 

○企業の特徴 
Ｅ社は精密工作機械の製造メーカーで、

ナノメートル（10億分の１メートル）レベ
ルの分解能を持つ加工機を世界で初めて開

発するなど、世界トップクラスの超精密加

工技術を有している。また、大学との共同

でコア技術の開発を行い、科学技術を取り

入れて、究極の加工である誤差ゼロに挑戦

し続けている。こうして常に世界のトップ

を走り、追随を許さないことで、高付加価

値なものづくりをしているところが大きな

特徴となっている。 
○技能者の役割

 技能者は設計図面をもとに、部品を製造、

加工し、組み立てる。特に精度が要求され

る最終加工は、自社製のマザーマシンで行

っている。世界最高レベルの超高精度な加

工機の製作では、機械加工や仕上げ等精度

に関わる作業を自動設備で行うことができ
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ず、熟練技能者の手業が不可欠となってい

る。また、熟練技能者の手業は、カンと経

験だけによるものではなく、高度な測定器

を駆使したものである。 
○技能者育成の取り組み 
 Ｅ社では、新入社員全員に対して「きさ

げ」「機械加工」「組み立て」「テスト加工」

等の部署で１年間の研修を行い、現場訓練

でものづくりの基礎を習得させている。座

学は週１回２時間行い、専門知識、社会人、

Ｅ社人をテーマに教育している。 
 今までとは違う新しいものをつくるため

には、関係する職務ができるよう多能工に

育成することが望ましく、OJTではそうし
た育成を行っている。 
 ノウハウは一部ではあるが可能なものは

マニュアルにまとめており、また失敗経験

を赤伝という記録に残して、全員でその経

験を共有している。 
 国家技能検定は、技能者の目標となり、

世の中で通用するレベルにあるか検証でき

るため、資格取得を奨励しており、手当に

反映させている。１級、２級あわせて延べ

30人程度が資格をもっている。 
 技能者を尊重する制度として、「師匠」「匠

師」「技師」「工師」という職責を設けてい

る。技術やマシンが進化しても、優れた技

能者の手技は必要である。Ｅ社では優れた

技能者が最も尊敬されるという社風がある。 
 また、技能者が効率化した場合は、その

利益を一部還元するという考えから、ハワ

イ旅行をプレゼントしている。 
 
（６）電気機械器具製造業（従業員 776 人） 

○企業の特徴 
 Ｆ社は電気設備資材等を製造するメーカ

ーで、「他にないものをつくる、下請けにな

らない」という方針を徹底して貫いている。

これまで新商品を開発し続けた結果、現在

約 15,000品種の商品をもち、後発参入であ
るにも関わらず高いシェアを有している。

また、特許等の知的財産権も積極的に取得

しており、特許出願件数は約 1,100 件に上
っている。こうした積極的な取り組みを行

うことで、成熟分野の商品であるにもかか

わらず増収増益を続けており、10％以上の
高い利益率を確保している。 
○技能者の役割

 技能者は設計者が開発した商品のつくり

方を決めて、射出成形、金属加工、切削等

の機械を使って製造する。コスト、品質、

納期を考えて適切な生産方法を定め、金型

交換時間の短縮など段取りの改善等を行う

のが技能者の役割である。 
 また、製造品種が 15,000品種もあるため、
技能者はいくつもの製品をつくれるように

複数の技能をもつことが期待されている。 
○技能者育成の取り組み

 Ｆ社では、「教育しない、管理しない」と

いう方針をもち、会社が与える教育は一切

行なわず、自己研鑽で学ぶことを基本とし

ている。「自分のために自分の能力を高め

る」という考え方である。 
 そのため、能力開発促進規定を設けて、

資格を取得した場合には、資格手当と奨励

金（一時金）を支給して、所得費用も会社

で負担している。資格は技能に限らず幅広

い資格を対象としている。また、通信教育

を修了した場合も奨励金を支給している。

やる気がある者はこの規定を活用して学ん

でおり、約 300人が利用している。 
 技能者が機械を使いこなせるようになる
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のは大変であるが、１～２年かけて自分の

手を使って憶えることで身につけている。

経験を積んで自分の五感で憶えないと、真

に身に付いたとはいえない。平均して３年

位でプロと言えるレベルになる。国家技能

検定の特級を取得した者もいるが、取得し

ていない熟練技能者の方が現場で優れた能

力を発揮していことも珍しくない。 
 新入社員に対しては、５Ｓを徹底させて、

自分で決めたことは必ず守るようしつけて

いる。約束が守れる人間でないと改善はで

きない。 
 ＱＣサークルは活発に行っており、各地

域の技能者が交流することでいろいろなこ

とを学ぶことができ、良いアイデアも生ま

れている。現場で重要なリーダーシップを

身につけることもできる。 
 また、機械は使う人間に購入させている。

成功すれば自信になるし、見込み違いで使

えなくても自分で改良して、使えるように

工夫している。たとえ失敗しても良い経験

になるので、誉めるようにしている。管理

者は技能者が気持ちよく、プラス思考で仕

事ができるようにすることで、個人の能力

を最大限引き出している。 
 
５．技能者育成の取り組み方向 
 
（１）岐阜県で求められる技能者像 
 ６企業の事例をみると、以下のような技

能者が岐阜県で求められている。 
 
○多能工 
 多品種少量生産が主流となっており、複

数の工程に対応できる多能工へのニーズが

高まっている。また、新しいものをつくる

ために、技能者は関連する複数の技能をマ

スターする必要があるという考え方もみら

れる。 
 
○改善提案できる技能者 
 ものづくりの現場では、コスト、品質、

スピードが要求される。技能者はこの３要

素に資する設計、生産技術、工程等の改善

を提案することが求められている。 
 
○トラブルに対応できる技能者 
 製造工程の自動化によって、技能者の作

業負担は軽減され、技能のレベルが標準化

された。一方、機械の故障、異常が発生し

た時に迅速に対応することが技能者の重要

な役割となっている。 
 
○安全管理能力の高い技能者 
 食の安全性に対する消費者の意識が高ま

っており、食品分野では、異物混入対策な

ど安全衛生管理が企業の重要課題となって

いる。単にマニュアルどおりではなく、高

い知識と意識をもって安全衛生管理を行え

る技能者が必要とされている。 
 
○段取り能力の高い技能者 
 低コスト、高品質、迅速に製造するため

には適切な段取りが重要となる。段取りは

ひとつひとつの作業ではなく、全体の流れ

を把握して行うもので、技能者の高い能力

が求められる。 
 
○高度な熟練技能者 
 工程の自動化、ＩＴ化が進んでも、高精

度な仕上げにみられるように熟練者の経験

やカンが必要とされる分野も多くある。優
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れた手業等をもつ熟練技能者が求められて

いる。また、高度な計測器やＩＴの活用等

科学的な裏付けのあるハイレベルな熟練技

能が求められている。 
 
（２）中小製造業における取り組み方向 
 岐阜県の中小製造業が技能者を育成する

うえで、以下の取り組みが有用であると考

えられる。 
 
①自社の技能の価値を判断する 

一般的に中小製造業にとって技能は重要

な経営資源であるが、自社にとってどのよ

うな技能がどの程度必要であるかについて、

経営者が改めて認識する必要がある。 
 
②技能者の意欲を高める 

 技能が自社の重要な経営資源である場合、

まず技能者の前向きな意欲を高めることが

重要である。技能者の意欲が乏しいと、優

れた技能を作り出すことは難しい。 
 意欲を高めるためには、技能者をコスト

ではなく「人財」と捉え、自主性を発揮で

きるようにする環境づくりが重要となる。

Ｆ社の「管理しない方針」といった技能者

に対する考え方や、Ａ社の匠集団のような

栄誉を与えることなどが方策となる。 
 
③ものづくりを尊ぶ社風をつくる 
 技能は、技術、営業、経営等に比べて低

くみられることがあるが、技能の価値を認

め、尊ばれるような社風をつくることで、

優れた技能を生み出す環境をつくることが

求められる。Ｅ社には技能を尊ぶ社風があ

り、世界最高レベルの超精密加工機を生み

出す源泉となっている。 

④技能を標準化する 
 優れた技能は個人の中に生まれた暗黙知

であるが、それを形式知化して他の技能者

でも同じ作業ができるよう標準化すること

が重要である。マニュアルやＢ社の製品カ

ルテが例である。また、ビデオの活用や記

録者による聞き取り、装置・治工具化やＩ

Ｔ化といった技術化等、可能な限り形式知

化に取り組む必要がある。 
 
⑤手作業から身につける 
 現在は製造工程の自動化が進んでおり、

技能者の手作業は不要となり、高度な技能

がなくても製造できるようになってきてい

る。しかしながら、自動化工程の技能者は

応用がきかないため機械のトラブルや工程

の改善などの対応は難しい。応用力を身に

つけるためには、Ａ社やＥ社のように、手

作業の経験と基礎的な知識を身につけるこ

とが必要となる。 
 
⑥技能資格制度の活用 
 技能レベルの目標を設定して取り組み、

客観的に技能レベルを評価するうえで、技

能検定等の資格は有用である。また、Ａ社

やＥ社のように資格取得と報酬、処遇をリ

ンクすることで、技能の基本レベルを向上

することが可能となる。 
 
⑦外部教育機関の活用 
 技能者は、安全衛生、生産効率などに関

する様々な知識を習得することが求められ

ている。Ａ社、Ｂ社等では民間教育機関等、

外部の講座、講師を活用して、技能者に専

門的な教育を行っている。 
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